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令和５年第２回 魚津市教育委員会会議録 

 

１ 開催日時及び場所 

令和５年２月 27日（月）  場所 第一分庁舎会議室 

午後４時～午後 5時 30分  

 

２ 出欠について 

教育長  山 瀬   敬 

１ 番  伊 東 潤一郎 

２ 番  山 浦 春 美 

３ 番  片 山 さゆり 

４ 番   松 本 修 治 

 

３ 出席職員 

次長兼教育総務課長 

教 育 総 務 課 長 

こ ど も 課 長 

図 書 館 長 

埋 没 林 博 物 館 長 

学 校 教 育 係 長 

生涯学習・文化係長 

窪 田 昌 之 

前 田 久 則 

村 﨑   博 

初 道 ゆかり 

石 須 秀 知 

石 﨑 有希子 

塩 田 明 弘 

教育委員会参事 

生涯学習・スポーツ課長  

地 域 協 働 課 長 

学校給食センター所長  

水族館博物館管理課長 

総 務 係 長 

ス ポ ー ツ 係 長 

森 田 美 幸  

山 本 浩 司 

小 林 孝 仁 

 高 吹 浩 司 

池川幸博（欠席） 

石 崎   薫 

石 坂 友 宏  

       

４ 傍聴人 ２人 

 

５ 会議の要旨 

午後４時   山瀬教育長が開会を宣する。 

 

 ⑴ 会議録署名委員の指名について 

   １番 伊東委員を指名した。 

 

⑵ 前回会議録の承認 

全員異議なく承認した。 

 

⑶ 議案 

議案第３号 

 

 

議案第４号 

議案第５号 

 

 

魚津市学校規模適正化推進計画の検証について 

 前田教育総務課長から説明し、全員異議なく承認した。 

議案第４号及び議案第５号を一括説明 

魚津市教育委員会が保有する個人情報の保護に関する規則の一部改正について 

魚津市立小中学校教育用コンピュータ管理運用規程の一部改正について 

石崎教育総務課長代理から説明し、全員異議なく承認した。 
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議案第６号 

 

議案第７号 

議案第８号 

 

議案第９号 

 

議案第６号から議案第８号を一括説明 

公営施設使の個人演説会等開催のために必要な設備の程度その他必要な事項につ

いての一部改正について 

公営費用納付額についての一部改正について 

魚津市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 小林地域協働課長から説明し、全員異議なく承認した。 

令和５年度魚津市教育委員会重点施策について 

 窪田局長から説明し、全員異議なく承認した。 

 

⑷ 報告事項 

①令和４年度３月補正予算について 

②魚津市博物館条例の一部改正について 

③魚津市公民館条例の一部改正について 

④小中学校における夏季休業期間短縮の試行について 

⑤小中学校卒業式及び入学式の出席予定について 

 

議 案 

【魚津市学校規模適正化推進計画の検証について】 

伊東委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田教育総

務課長 

富山県の令和の魅力と活力ある県立高校のあり方検討委員会における意見の紹

介になりますが、計画の中に有効期限が書かれていないという意見です。学校の適

正化の計画には、３年後、５年後がどうあるべきかしか書かれてなくて、県立学校

の場合は、15年後の生徒数が分かっている中、計画の有効期限は何年後を見据えて

いるのかということです。県立学校のあり方には、教育のあり方については記載さ

れていますが、適正規模にどう関連付けられるかが書いてないという意見でした。

検証資料の 15ページに「魚津市の目指す学校教育の姿」が記載されていますが、

これを目指すための適正化の規模が表紙の検証の目的と総括に繋がっているかと

いうことであれば、ちょっと弱いような気がします。 

目指すところがあって、それがいろいろなところに波及し、その中の１つが学校

規模であると思っています。総括の３番目のところに、このことについて標記した

ところであります。人数で学校規模を決めるのではなく、どのような子供を育てた

いから環境はこうであるべきということを、来年度のあり方検討の中で議論してい

きたいと考えています。 

 

【魚津市公民館運営審議会委員の委嘱について】 

山浦委員 

 

 

小林地域協

働課長 

伊東委員 

小林地域協

本江地区の公民館運営審議会委員の役職がほとんど有識者と記載されています。

他の地区では、各種団体の長が多いですが、本江地区は広く意見を言ってもらうた

めに、あえて各種団体の長を選んでいないのでしょうか。 

本江地区に確認したところ、この委員の中にはＰＴＡ会長の方もいらっしゃいま

すが、団体の名称をださなくてもいいということでした。加積地区も同様です。 

公民館運営審議会委員は、建物がなくなっても組織は残りますか。 

市においては公民館のコミュニティセンター化を進めています。公民館からコミ
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働課長 

 

 

 

 

 

 

窪田局長 

 

ュニティセンター化するときに、コミュニティセンターの中に公民館が併設してい

る状況です。現在は公民館条例とミュニティセンター条例の２本立てになっていま

すが、令和６年４月からは、魚津市コミュニティセンター条例１本になり、公民館

条例がなくなります。 

公民館運営審議会委員も、令和６年度からは廃止する方向で調整しています。公

民館運営審議会委員は条例では、おくことができるとなっており、コミュニティセ

ンター化にともなって公民館運営審議の組織を廃止する予定です。 

コミュニティセンターの中で従来の公民館の活動についてどうするか協議して

いただくことになるのかなと思っております。 

 

【令和５年度魚津市教育委員会重点施策について】 

松本委員 

 

窪田局長 

 

山浦委員 

 

村﨑こども

課長 

 

 

 

 

 

伊東委員 

 

 

石﨑学校教

育係長 

 

前田教育総

務課長 

 

伊東委員 

 

 

 

教育長 

 

小・中学校給食費支援事業についてですが、令和５年度だけでしょうか。 

継続の予定はありますか。 

 今後、国の政策で給食の無料化も考えられますので、とりあえず１学期のみ実施

します。 

 給食費・副食費に対する物価高騰対策支援事業ですが、認定こども園８園となっ

ていますが、公立の保育園・幼稚園は対象にならないのでしょうか。 

 今年度も９月補正において認定こども園８園に物価高騰対策支援を行いました。 

来年度も同様に副食費の高騰分を認定こども園に補助します。このことによって、

副食費が保護者の負担にならないようにするものです。 

幼稚園の充実として、令和５年９月からはすべての児童について副食費を無償化

します。また、保育料無償化事業として、同じく令和５年９月から１歳児以上のす

べての児童に係る保育料・副食費が無償化になります。 

よって、公立も私立も副食費が無償になるということです。 

 英語教育推進事業についてですが、13園を 2ヶ月に１回程度と小中学校への追加

派遣をしたとしても追加されるＡＬＴ １名の方は、かなり余裕があるのではない

ですか。 

 ＡＬＴの勤務時間は、週あたり 29.5時間です。現在、中学校は各校１名、小学

校は、５校を３名で回っており不足している状況であるため、今回の増員によって

不足分を補いたいと考えています。 

 現在、小学校はＡＬＴ３人を５校に派遣していますが、移動時間や授業の準備等

を含めますと時間の余裕はありません。今回の増員によって、今後は英語の授業だ

けではなく、その他の活動にも参加することができるようになります。 

 ＡＬＴを管理する教育委員会として、もっと英語教育充実をさせるために、授業

数を増やすというような計画を持っていなければならないと思います。 

 また、英語教育効率を考えたときに、月単位の派遣ではなく、派遣をかためたほ

うが効率的であると思います。 

 伊東委員のご指摘のような検討はしていなかったようです。英語教育を小さいう

ちから慣れさせたいということでこの事業を推進していきたいと思います。 

 

議事が終了したので教育長が閉会を宣した。 


